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おなじみの「ホーホケキョ」とさえずる鳥。声

は聞こえても草藪や木の葉に隠れていて姿を見せ

ることは少ない。体長は14～16 cmで、背中が緑

灰褐色、腹面は白色、目の上に白っぽい帯がある。

平地から山地の藪や笹が茂った林に棲み、昆虫や

クモ類、植物の果実などを食べる。

繁殖期は3～7月で、一夫多妻。雄は縄張りをつ

くり、巣作りや抱卵、育雛は雌のみで行う。雄は

ひたすらさえずり、雌にアピールし、他の雄に対

して縄張りを主張し、また、雌に対して雛へ餌を

運ぶ際の安全を知らせている。さえずるために春

には喉付近の筋肉が発達し、太ってくる。雛が天

敵に狙われることも多いなかで、たくさんの子孫

を残そうと一生懸命さえずり続けている鳥だ。

 (写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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巻頭

Photo

高尾山のいきものたち

ウグイス
（ウグイス科）

落葉小高木で、全国の雑木林に多く見られます。高

尾山にも自生しています。

名前の由来は、果実を口に入れると「えぐい」こと

に由来していると云われています。

花は初夏に、房状で芳香がある白い花を下向きに咲

かせ、蜜源植物としても利用される場合があります。

果実は卵球形で、大きい種子を1個含み、果皮に有毒

なエゴサポニンを多く含むため、石鹸や、魚毒性もあ

るので魚の捕獲に使っていたようです。

材質は、色は白っぽく、木理は通直、やや重硬な木

材で、用途は、和傘や算盤の玉、将棋の駒、木櫛など

道具、器具などによく使われています。また、エゴノ

キの炭はガラス器や漆器の研磨につかわれます。特に、

和傘の開閉に必要不可欠な部品の「傘ロクロ」はエゴ

ノキでないとだめだとも言われています。

ちなみに、現在「傘ロクロ」を生産している木工所

は、全国で一カ所しかないそうです。（皿）
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真冬並みの寒さとなった３月７日（木）に調布市立
飛田給小学校５年生６２名の森林教室を実施しました。
今回が、今年度最後の森林教室です。午前中は、６

班に分かれての森林観察。時期が時期だけに、花や種
（ひっつき虫）、木の葉などを見たり、触ったり、匂
いをかいだり、みんなが楽しめるものが少なくて残念
でしたが、森林の働きや林業について、実際に目で見
ながら多くのことを学べたのではないかと思います。
午後は、森林学習と丸太切りを２班に分かれ交互に

実施しました。学習では、森林の働きや地球温暖化に
ついて学び、丸太切りでは、ノコを上手に使い、ヒノ
キの輪切りを３枚４枚と切り落とし、中には我々でも
切れないような１，２ミリの超薄切りに成功する児童
が数名いてびっくりしました。
飛田給小学校は、今回が初めての森林教室参加でし

たが、みんな元気がよく、普段できない体験に満足し
てくれたようで、閉校式では、児童代表から「特別な
体験ができて楽しかった。今日学んだことを生かし、
自然を大切にして、自然とかかわりながら生活してい
きたい」の感想が述べられました。また、帰り際に、
ひとりの児童から、「とても楽しかった。もう一度来
たい。今は一人では来れないから残念です。でも、い
つかまた絶対に来たいです」と話しかけられ、なぜか
うれしく、とても気持ちのいい今年度最後の森林教室
となりました。（谷）

皆さんは、他の人に対し物事を説明する際にうまく
伝わらなかった経験はないでしょうか。また、展示物
などを見て何を伝えたいのかよく分からないと感じた
経験はないでしょうか。
当センターでは、イベント参加者や来館者に対し説

明する機会が多い職員のスキルアップなどを図るため、
3月5日（火）と12日（火）の２日間にわたり専門の
講師をお招きして勉強会を開催しました。当日は職員
やボランティアスタッフなど15名のほか、職場内オ
ンライン配信により関東森林管理局管内の一部職員に
も共有されました。
 講師は、自然体験プログラムの企画・実施などを
行っている株式会社自然教育研究センターの「イン
タープリター」の方です。インタープリターとは「解
説員」ともいわれています。また、参加者に対し自
然・文化・歴史などを分かりやすく伝え、自然とのふ
れあいを通じて喜びや感動を分かち合う「解説活動」
のことを「インタープリテーション」といいます。
初日は、「体験から学ぶ」「互いに学ぶ」「楽しく

学ぶ」を軸に、インタープリテーションの定義から始
まり、「聞き手の惹きつけ方」「ストーリーの在り
方」「分かりやすい表現の仕方」「知る楽しさ」「好
奇心の喚起」など多岐にわたりました。これらを踏ま
え、プログラム作成の演習やフィードバックなどを行
いました。

「職員のスキルアップ」等
勉強会を開催！

（講義の様子）

2日目の後半には、現在展示室内にある森林・林業
に関する展示物などを基に、来館者に対し内容を分か
りやすく理解してもらうためには、どのような見直し
が必要なのか各々の考えを提案し合いディスカッショ
ンを行いました。意見には、「掲示物と見る人の距離
感を一定にするべき」「古い情報を更新すべき」「触
れる木製品の展示をすべき」「解説文を分かりやすく
改善すべき」「説明文を二次元バーコード化すべき」
「動画を常時上映すべき」など多くの多様な意見が出
されました。
今回の学びを参考に、イベントや展示室の模様替え

などを通じて、参加者や来館者の皆様が森林・林業に
ついて分かりやすく理解していただけるよう努めてま
いります。（久）
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ご意見・ご要望・イベントのお申込み・お問合わせ先
高尾森林ふれあい推進センター

〒193-0844 東京都八王子市高尾町2438-1
TEL 042-663-6689
E-mail:ks_takao_postmaster@maff.go.jp
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/index.html 

編集後記
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３月は寒い日が続き
桜の開花も例年より遅
くやきもきしていまし
たが、４月を前に急に
暖かくなり、高尾の桜
たちも慌てたのか一斉
に開花しました。新年
度がスタートしました。
新たな気持ちで頑張ろ
うと思います。 ギョイコウ（桜）
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